
ハラスメント防止方針 
グループホーム 須影ほのぼのホーム 

制定日：令和 7年 7月 1日 

 

1. 目的 

当事業所は、利用者が安心してサービスを利用できる環境及び職員が安心して働ける職

場環境を確保するため、あらゆるハラスメントを防止し、互いの人格と人権を尊重した健全

な職場づくりを推進することを目的とします。 

 

2. 基本方針 

当事業所は、ハラスメントを人権侵害であると認識し、いかなるハラスメントも許しません。

また、ハラスメントの予防、早期発見及び適切な対応に努めます。 

 

3. 対象 

本方針は、事業所で勤務するすべての職員（正職員、契約職員、パート職員、派遣職員、

実習生等）を対象とします。また、利用者、ご家族、関係事業者等からのハラスメントについ

ても適切に対応します。 

 

4. ハラスメントの種類 

当事業所は、次のような行為をハラスメントとします。（就業規則第 26条第 1項から第 7項） 

（1）パワーハラスメント 

職務上の優越的な関係を背景として、業務上必要かつ相当な範囲を超えた言動により、職

員の就業環境を害する行為。 

（2）セクシュアルハラスメント 

性的な言動により相手に不快感や不利益を与え、就業環境を害する行為。 

（3）妊娠・出産・育児・介護休業等に関するハラスメント 

妊娠、出産、育児、介護休業等の取得や利用を理由とした嫌がらせや不利益な取扱い。 

（4）カスタマーハラスメント 

利用者、ご家族等からの暴言、暴力、過度な要求、人格を否定する発言、長時間の拘束、

SNS等への誹謗中傷など、社会通念上相当な範囲を超える迷惑行為。 

 



5. 職員の責務 

職員は次の事項を遵守します。 

• 相手の人格を尊重した言動を心掛ける。 

• ハラスメントを行わない、見過ごさない。 

• ハラスメントを受けた、または見聞きした場合は速やかに相談する。 

• 認知症ケアにおいては利用者の尊厳を守り、適切なケアを実践する。 

6. 相談窓口 

ハラスメントに関する相談及び苦情に対応するため、相談窓口を設置します。 

相談窓口 

• 管理者 

• グループ所属病院（ 羽生総合病院 ハラスメント委員会 ） 

相談者及び関係者のプライバシーを保護し、相談したことを理由として不利益な取扱いは

行いません。 

 

7. 発生時の対応 

ハラスメントが発生した場合は、次のとおり対応します。 

1. 事実確認を速やかに実施する。 

2. 被害者の安全及び心身のケアを優先する。 

3. 所属病院・ハラスメント委員会と連携し、加害者への指導、是正措置を行う。 

4. 再発防止策を検討し、職員へ周知する。 

5. 悪質な場合は警察、行政等の関係機関と連携する。 

8. 研修の実施 

当事業所は、年 1回以上、所属病院・ハラスメント委員会からの助言および指導を受ける。

またはハラスメント防止に関する研修を実施し、全職員へ周知・啓発を行います。 

 

9. 見直し 

本方針は、法令の改正及び事業所の運営状況等に応じて適宜見直します。 

 

附則 

本方針は、令和 7年 8月 1日より施行する。 


